
(57)【要約】

　

【課題】　従来の超音波洗浄装置では、別の周波数の発

振信号で駆動するものではなく、構成も複雑であるとい

う問題があった。

【解決手段】　超音波振動子１は中央に柱状の圧電体振

動子として、円柱状の圧電体振動子１ａを設け、この円

柱状の圧電体振動子１ａの周囲に板状の圧電体振動子と

して、円板状の圧電体振動子１ｂを一体に構成し、円柱

状の圧電体振動子１ａと円板状の圧電体振動子１ｂの間

に干渉防止部として、溝１ｃを形成し、円柱状の圧電体

振動子１ａと円板状の圧電体振動子１ｂが違いに干渉し

ないように構成し、又、円柱状の圧電体振動子１ａの上

面に電極１ｄを装着し、円板状の圧電体振動子１ｂの上

面に電極１ｅを装着し、超音波振動子１の下面に電極１

ｆを装着する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 、 該 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 周 囲 に 形 成 さ れ た 板 状 の 圧 電 体 振 動 子
と か ら な り 、 前 記 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 前 記 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 間 に 干 渉 防 止 部 を 形 成
し て 、 前 記 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 前 記 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 と を そ れ ぞ れ 異 な っ た 周 波 数 の
共 振 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 は 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 で あ り 、 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 は 円 板 状
の 圧 電 体 振 動 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 は 多 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 で あ り 、 前 記 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 は
多 角 形 板 の 圧 電 体 振 動 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 多 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 は 三 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 で あ り 、 前 記 板 状 の 圧 電 体 振 動
子 は 三 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 多 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 は 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 で あ り 、 前 記 板 状 の 圧 電 体 振 動
子 は 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 干 渉 防 止 部 は 溝 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ 項 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 干 渉 防 止 部 は 貫 通 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 項 記 載 の 超 音 波 振 動 子
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と そ の 外 周 に 一 体 に 構 成 し た 板 状 圧 電 体 振 動 子 を を そ れ
ぞ れ 別 に 駆 動 す る よ う に し た 超 音 波 振 動 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 圧 電 体 振 動 子 の 上 に 円 板 状 の 電 極 と そ の 周 囲 に リ ン グ 状 の 電 極 を 接 着 し 、 円 板 状
の 電 極 と リ ン グ 状 の 電 極 の 間 に 充 填 剤 を 埋 設 し た 後 、 圧 電 体 振 動 子 に 縦 及 び 横 に 切 れ 目 を
入 れ て 複 数 個 に 分 割 し 、 円 板 状 の 電 極 及 び リ ン グ 状 の 電 極 に 発 振 出 力 を 印 加 し て 分 割 さ れ
た 圧 電 体 振 動 子 を 駆 動 す る よ う に し た 超 音 波 探 触 子 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う に 構 成 し た 超 音 波 探 触 子 で は 、 複 数 の 分 割 さ れ た 圧 電 体 振 動 子
を 単 に １ つ の 周 波 数 で 駆 動 し て い る だ け で 、 分 割 さ れ た そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 振 動 子 を
別 の 周 波 数 の 発 振 信 号 で 駆 動 す る も の で は な く 、 構 成 も 複 雑 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 ２ ９ ３ ５ ５ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 従 来 の 超 音 波 洗 浄 装 置 で は 、 別 の 周 波 数 の 発 振 信 号 で 駆 動
す る も の で は な く 、 構 成 も 複 雑 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 中 央 に 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 を 一 体 に 構 成 し 、 柱 状 の
圧 電 体 振 動 子 と 板 状 の 状 圧 電 体 振 動 子 の 間 に 干 渉 防 止 部 を 形 成 し て 、 柱 状 し 圧 電 体 振 動 子
と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 と を そ れ ぞ れ 異 な っ た 周 波 数 で 共 振 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 振 動 子 で は 、 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 を 一 体 に 構 成 し
、 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 を そ れ ぞ れ 独 立 し て 機 能 す る よ う に 柱 状 の 圧
電 体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 間 に 溝 又 は 複 数 の 貫 通 孔 か ら な る 干 渉 防 止 部 を 形 成 す
る こ と に よ り 、 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 が 互 い に 干 渉 し な い よ う に し 、
柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 が 一 体 に 構 成 さ れ て い る の で 、 扱 い 易 い と い う
利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 と を 一 体 に 構 成 し 、 柱 状 の 圧 電
体 振 動 子 と 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 と の 間 に 干 渉 防 止 部 を 形 成 し て 、 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 板
状 の 圧 電 体 振 動 子 を 互 い に 干 渉 し な い よ う に 構 成 す る よ う に し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の 超 音 波 振 動 子 の 断 面 図 で
、 超 音 波 振 動 子 １ は 中 央 に 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と し て 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ を 設 け
、 こ の 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ の 周 囲 に 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 と し て 、 円 板 状 の 圧 電 体 振
動 子 １ ｂ を 一 体 に 構 成 し 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 間 に
干 渉 防 止 部 と し て 、 溝 １ ｃ を 形 成 し 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子
１ ｂ が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 構 成 し 、 又 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ の 上 面 に 電 極 １ ｄ
を 装 着 し 、 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 上 面 に 電 極 １ ｅ を 装 着 し 、 超 音 波 振 動 子 １ の 下 面
に 電 極 １ ｆ を 装 着 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 で は 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板
状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ と の 間 に 溝 １ ｃ を 形 成 し て 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板 状 の
圧 電 体 振 動 子 １ ｂ が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 構 成 し た の で 、 図 示 し な い 周 波 数 の 異 な っ た
２ つ の 発 振 器 を そ れ ぞ れ 電 極 １ ｄ と １ ｆ の 間 及 び 電 極 １ ｅ と １ ｆ の 間 に 接 続 し 、 そ れ ぞ れ
周 波 数 の 異 な っ た 発 振 出 力 を 印 加 す る と 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ 及 び 円 板 状 の 圧 電 体
振 動 子 か ら 周 波 数 の 異 な っ た 超 音 波 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 間
に 形 成 し た 溝 １ ｃ の 下 か ら 溝 １ ｇ を 形 成 し 、 溝 １ ｃ と 溝 １ ｇ の 間 に 薄 い 接 続 部 分 １ ｈ を 形
成 す る こ と に よ り 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 間 の 干 渉 を
さ ら に 小 さ く す る こ と が で き 、 又 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １
ａ と 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 間 の 周 囲 に 干 渉 防 止 部 と し て 、 複 数 個 の 貫 通 孔 １ Ｊ を 形
成 し て も 、 同 様 に 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ａ と 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 間 の 干 渉 を
小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 斜 視 図 、 図 ７ は 図 ６ の 超 音 波 振 動 子 の 平 面
図 で 、 超 音 波 振 動 子 ２ は 中 央 に 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と し て 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ
を 設 け 、 こ の 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ の 周 囲 に 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 と し て 、 四 角 板 状
の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ を 一 体 に 構 成 し 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角 板 状 の 圧 電 体 振
動 子 ２ ｂ の 間 に 干 渉 防 止 部 と し て 、 溝 ２ ｃ を 形 成 し 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角
板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 構 成 し 、 又 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子
２ ａ の 上 面 に 電 極 ２ ｄ を 装 着 し 、 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ の 上 面 に 電 極 ２ ｅ を 装 着 し
、 超 音 波 振 動 子 ２ の 下 面 に 電 極 ２ ｆ を 装 着 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 で は 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角
板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ と の 間 に 溝 ２ ｃ を 形 成 し て 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角
板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 構 成 し た の で 、 図 示 し な い 周 波 数 の 異
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な っ た ２ つ の 発 振 器 を そ れ ぞ れ 電 極 ２ ｄ と ２ ｆ の 間 及 び 電 極 ２ ｅ と ２ ｆ の 間 に 接 続 し 、 そ
れ ぞ れ 周 波 数 の 異 な っ た 発 振 出 力 を 印 加 す る と 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ 及 び 四 角 板
状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ か ら 周 波 数 の 異 な っ た 超 音 波 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ
の 間 に 形 成 し た 溝 ２ ｃ の 下 か ら 溝 ２ ｇ を 形 成 し 、 溝 ２ ｃ と 溝 ２ ｇ の 間 に 薄 い 接 続 部 分 ２ ｈ
を 形 成 す る こ と に よ り 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ の 間
の 干 渉 を さ ら に 小 さ く す る こ と が で き 、 又 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子
２ ａ と 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 １ ｂ の 間 の 周 囲 に 干 渉 防 止 部 と し て 、 複 数 個 の 貫 通 孔 ２ Ｊ
を 形 成 し て も 、 同 様 に 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ の 間
の 干 渉 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 ２ ｂ を
一 体 に 形 成 し て 、 ２ つ の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と ２ ｂ の 間 に 溝 ２ Ｃ 又 は 貫 通 孔 ２ Ｊ を 形 成 し 、
２ つ の 圧 電 体 振 動 子 ２ ａ と ２ ｂ の 間 の 干 渉 を 小 さ く す る よ う に し た が 、 四 角 柱 状 又 は 四 角
板 状 の 圧 電 体 振 動 子 以 外 に 、 三 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 と 三 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 を 一 体 に
構 成 し 、 又 、 五 角 柱 状 又 は そ れ 以 上 の 多 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 周 囲 に 五 角 板 状 又 は そ れ
以 上 の 多 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 を 一 体 に 形 成 し 、 五 角 柱 状 又 は そ れ 以 上 の 多 角 柱 状 の 圧 電
体 振 動 子 と 五 角 板 状 又 は そ れ 以 上 の 多 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 間 に 溝 又 は 貫 通 孔 を 形 成 し
て 、 そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 の 間 の 干 渉 を 少 な く し て 、 別 の 周 波 数 の 出 力 で 駆 動 す る よ う
に し て も 良 い 。 又 、 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 周 囲 に 多 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 を 一 体 に 形 成
し て も よ い し 、 多 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子 の 周 囲 に 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子 を 一 体 に 形 成 し て
も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 の 超 音 波 振 動 子 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 振 動 子
　 １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 円 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子
　 １ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 円 板 状 の 圧 電 体 振 動 子
　 １ ｃ 　 　 　 　 　 　 　 溝
　 １ ｄ 、 １ ｅ 、 １ ｆ 　 電 極
　 １ ｈ 　 　 　 　 　 　 　 薄 い 接 続 部 分
　 １ ｊ 　 　 　 　 　 　 　 貫 通 孔
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 振 動 子
　 ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 四 角 柱 状 の 圧 電 体 振 動 子
　 ２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 四 角 板 状 の 圧 電 体 振 動 子
　 ２ ｃ 、 ２ ｇ 　 　 　 　 溝
　 ２ ｄ 、 ２ ｅ 、 ２ ｆ 　 電 極
　 ２ ｈ 　 　 　 　 　 　 　 薄 い 接 続 部 分
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　 ２ ｊ 　 　 　 　 　 　 　 貫 通 孔

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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